
　名寄市郊外部においては、定時定路線型の路線バスでは、非効率な運行となり、
また、交通サービスレベルも低いと考えられる。さらに高齢者は、バス停留所までの
移動距離に対して負担を感じており、デマンド型交通の導入によって、交通空白地
帯を解消するとともに、「買物」や「通院・通学」などの日常生活に必要不可欠な「地
域の足」を確保する。
【具体的目標】
デマンド型交通（下多寄線）の利用者数の向上　→　目標270人／ 月
デマンド型交通（御料線）の利用者数の向上　→　目標200人／月
デマンド型交通の利用者満足度の向上　→　目標80.0％以上

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標 ・平成30年5月31日　平成 30年度第1回協議会を開催
  風連御料線の一部デマンド化について
　H30年度フィーダー計画策定について

・平成31年1月9日　平成30年度第2回協議会を開催
　下多寄線デマンドバスに係る事業評価
・平成31年1月29日　平成30年度第3回協議会を開催
　名寄市地域公共交通網形成計画の事業評価
・平成31年2月6日　平成30年度第4回協議会を開催
　名寄市地域公共交通網形成計画（素案）について
・令和元年5月29日　令和元年度第1回協議会を開催
　名寄市地域公共交通網形成計画の策定について
　地域内フィーダー系統確保維持計画の策定について
　

　
　

令和元年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

　名寄市では近年、人口の減少や自家用車の普及により、路線バスの利用者が低
迷し、効率的な方法による公共交通の運行が必要となっており、クルマを所有して
いない市民も数多く存在しているため、「買い物」や「通院」等の移動に困らない交通
システムの確保が求められている。
　当該デマンド交通の運行地域は、住居が低密度に広く分散し路線バスの利用がし
づらい交通空白地帯である。日常生活に不可欠な地域の交通手段の確保とともに、
当市に所在するJR名寄駅、風連駅と居住地域を結節し交通のネットワークを形成す
る目的で導入しているものである。

下多寄線（西風連～風連駅～名寄駅）　　　　　　　　【下多寄線】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【御料線】
運行回数　往路４回・復路５回

御料線（風連日進～風連町内～道の駅）
運行回数　往路５回・復路５回

地域公共交通の現況

・ＪＲ宗谷本線（名寄、風連、東風連、日進、北星、智恵文、智北駅）

・名士バス㈱（市内5路線、郊外5路線）
・道北バス㈱ （2路線）
・士別軌道㈱（2路線）
・ＪＲ北海道バス㈱ （郊外1路線）

・北海道中央バス㈱（都市間バス1路線、共同運行）
・スクールバス（7路線）



令和元年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・デマンド型交通については、利用者になじみのない予約型の運行システムのため、ＰＲチラシやホームページでの周知を
　継続して実施を行った。
・老人クラブの会合に出席し、デマンドバス利用の説明と利用の呼びかけを行った。
・アンケート調査を実施し、乗降指定箇所の見直しを行った（R1.10に１個所）。

【下多寄線】

２

２）運行系統

【御料線】



３

３）利用実績

４）収入実績

下多寄線

合計
内訳

（一般）
内訳

（学生）

3,333 1,828 1,505

3,224 1,979 1,245

合計

847,501

848,984

下多寄線

単位：円

単位：人

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

平成３０年度 310 376 379 346 414 319 263 225 218 184 155 144 
平成３１年度 269 344 310 315 323 280 326 217 211 229 165 235 

100 
200 
300 
400 
500 
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平成３０年度 76,11 59,72 100,9 75,60 81,12 61,71 80,82 76,99 50,92 93,42 42,31 47,82
平成３１年度 95,43 82,73 95,04 84,90 69,41 66,20 93,06 45,45 68,10 57,77 42,63 48,20
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御料線

合計

476,310

御料線



６）目標・効果達成状況

・デマンド型交通の利用者数の向上
　下多寄線
　月平均利用者数 目標270人／ 月　→　 実績268人／月
　利用が減少しており、目標値▲2人／月であった。

　御料線
　月平均利用者数 目標200人／ 月　→　 実績199人／月
　目標値▲１人／月であった。

・デマンド型交通の利用者満足度の向上
　下多寄線
　目標 80％以上　→　71.4％
　御料線
　目標 80％以上　→　62.5％
　平成31年4月実施のアンケート調査において、下多寄線は運行便数・運賃・利用総

体の各項目において「普通」の回答が増えているが概ね高い満足度であった。御料
線は運行便数・運賃は、満足度が高い傾向にあるが、利用総体においては、名寄市
街地への乗り換えの不便さからあまり満足度は高くなかった。

・効果
　冬期間のみならず、通年（下多寄323日稼働、御料341日稼働）での利用があり、

住民への公共交通手段の提供が適切に行われた。

４

７）事業の今後の改善点

運輸局記載欄

事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果（案）

下多寄線は運行から８年が経過し、地域への定着が進んだ
ものの、今年度も利用者の減少が続いている。
考えられる主な要因としては、運行地域における人口の減
少や学生の進学等による利用減少のほか、免許返納者な
どの新規利用者が増えていないことなどが考えられる。
また、御料線は運行初年度なので、地域への定着はこれか
らだと思われる。
そのため、新規利用者の拡大に向けて出前講座などを引き
続き機会を捉えて実施するほか、バスの乗り方ガイドなどを
作成して利用促進を図る。
利用者の満足度向上のため、引き続き市街地や交通結節
点である駅等への交通手段を確保するため、ニーズに応じ
た乗降指定場所の見直しなどを行いながら、今後も継続し
た運行を計画する。
しかしながら、下多寄線の利用状況は平成25年度のピーク
時の約半分まで減少していることから、平成20年度（路線廃
止前）の乗車数2,579人を下回った場合は路線の在り方を再
検討する必要があり、御料線においては、学生など若い世
代の利用が見込めず、ほとんど高齢者の利用となっている
ため、次年度以降の利用状況を踏まえ、デマンド以外の可
能性を含めた、将来的な路線の在り方を検討する必要もあ
ると考える。


